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一人一人が「わかった！できた！深まった！」と実感できる
授業づくり 成果

授業者が「単元でねらう学びの姿」を明確にイメージするために、単元の前後の児童の姿
を具体的に想定する、「考える」「伝え合う」「見付ける」の３ステップで行う授業の基本スタ
イルを確立するとともに、一人一人の考えをより深める授業を実現するための具体的な
方法を共通理解することで、経験年数の浅い教員も多い中、教員の授業力の底上げによ
り、児童の学力を向上させることができた。

「考える」「伝え合う」「見付ける」活動の工夫を通して 課題
児童同士が考えを伝え合う活動を充実させることで深い学びをねらったが、深い学びを実
現するためには、一人一人の興味・関心や進度に応じた個別最適な学びの充実と一体
的に進めていくことが重要であり、一人一台端末の利活用を含めた取組が必要である。

自分の考えを広げ深める児童の育成 成果

単元構成の工夫を行ったり、カリキュラム・マネジメントを行ったりすることで、学習課題に
対する関心意欲を高めたり、目的意識をもって学習に取り組むことにつながり、国語科に
重要な螺旋的・反復的な学びの積み上げを実現することができた。また、対話のスキルを
身に付けるための取組を学校全体で行ったり、安心して自分の考えを話すことができる
環境や人間関係作りを行ったりすることで、対話の土台を築くことができた。この取組によ
り、異なる考えが組み合わさり、よりよい学びを生み出すことにつながったと考えられる。

国語科説明的文章における対話指導の工夫を通して 課題
個別最適な学びを充実させていく必要がある。そのために、児童一人一人が一人一台端
末を有効に活用し、個に応じた学びを積み重ねるとともに、更なる協働的な学びを実現す
ることができる授業デザインを考えていく必要がある。

福富の地域に誇りをもち、自分の生き方を考える児童・生
徒の育成

成果

研究の柱である「学校運営協議会を活かした学習支援体制」、「福富型協働的な学び」等
を、地域を越えて広く発信することができた。児童生徒による授業事前説明、授業アフ
タートーク等、新たな教育研究会の在り方を提案することができた。また、開校初年度か
らの県指定校、２年目から市指定校として、義務教育９年間を見通した教育研究推進を
行ったことが、本校の魅力づくり、教職員間の関係構築に良い影響を与えたと考えられ
る。

地域における探究活動と協働的な学びを通して 課題
一人一台端末の活用が様々に施行されていたものの、研究会公開授業の計画となると
活用が敬遠される傾向にあった。端末を使いこなす子供の学びの姿に係る、授業者への
意識づけが不十分であった。

自ら考え、自ら表現する力を高める指導の在り方 成果

単元を超えて繰り返し活用できる汎用性のあるルーブリックを作成し、生徒と共有するこ
とで、生徒が自らの学習の状況を確かめることが可能となり、主体的な学びにつなげるこ
とができた。そして、学習の振り返りを大切にすることで、生徒の「自己を認識する力」の
育成における取組の充実を図ることができた。また、教員が単元終了後に自らの指導を
振り返り、授業レポートを作成することで、指導と評価の一体化を図る授業改善を進める
ことができた。

長期的ルーブリックの活用を通して 課題
生徒同士が考えを伝え合う活動を充実させることで深い学びをねらったが、一人一人の
興味・関心や進度に応じた個別最適な学びの充実と一体的に進めていくことで、深い学
びが実現するため、一人一台端末の利活用を含めた取組が必要である。

自ら学ぶ児童の育成 成果

算数科の問題解決プロセスにおける「見通し」に着目し、「思考方法の見通し」「解決方法
の見通し」「結果の見通し」に整理することで、児童は自ら考え、自力解決したり集団解決
したりすることができた。また、問いをもち、見通しをもって問題の解決に取り組む授業を
積み上げることによって、児童が学び方を身に付けることができた。

算数科における見通しをもたせる指導の工夫を通して 課題

見通しをもたせるための手立てとして、学びを振り返ることができるノート作りや、想起し
やすく、使いやすい既習の掲示の工夫等をすることで、自力解決につなげることはできた
が、見通しをどこまでもたせるか、また、見通しがもてたことをどこで判断するか等、さらに
学校全体として教師の意識統一を形成していく必要があった。
一人一台学習者用端末の活用にあたり、日常的に活用する学級とそうでない学級との差
が、そのまま研究会当日の姿として現れた。端末の日常使いに向けて、教師間の意識の
向上と共通認識を図る必要があった。

合計 921 25 2 948

令和５年度教育推進指定校における研究公開のまとめについて
学校名 開催期日 指　定 研究主題 短評 研究教科等

211

講演等 参加人数

0 183

3１０月２７日
（金）

令和４・令和５年度
東広島市

教育推進指定校

国語科
算数科

特別支援教育

ＦＭ東広島
パーソナリティー

岡本　啓二郎
208 0

217

豊栄小学校
１１月１０日

（金）

令和４・令和５年度
東広島市

教育推進指定校
国語科

広島大学大学院
人間社会科学研究科

教授  難波　博孝
182 1

御薗宇小学校

0 128

福富小・中学校 １１月１４日
（火）

広島県教育委員会
「探究的な学習の在り
方に関する研究推進
地域事業」指定校
兼　令和４・令和５年
度東広島市教育推進
指定校

生活科
総合的な学習

の時間

広島大学
名誉教授
朝倉　淳

20 2

0 209

高美が丘中学校
１１月１５日

（水）

令和４・令和５年度
東広島市

教育推進指定校
各教科

広島大学大学院
人間社会科学研究科

准教授
木下　博義

高屋東小学校
１１月２２日

（水）

令和４・令和５年度
東広島市

教育推進指定校
算数科

広島大学大学院
人間社会科学研究科

教授
広島大学附属

東雲小学校・中学校
校長

松浦　武人

195

208 1

128 0
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